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　１．はじめに

　コンクリート構造物内部の検査に適用する非破壊試験の方法として超音波測定法がある。これはコンク

リート構造物の超音波伝播速度を測定し、コンクリートの品質を評価する方法であるが、測定値のばらつ

きが大きいことなどからまだ一般化するには至っていない。本調査では既設ＰＣ構造物において目視検査

では評価が難しい箇所について構造物の劣化状況を把握するため、主桁下面コンクリートの超音波測定法

による健全度評価を行い、既設構造物での本調査手法の

有効性を検討した。

２．調査概要

２．１調査箇所

　図１に調査対象のＰＣ桁断面図を示す。桁Ａ（図１

（ⅰ））、桁Ｂ（図１（ⅱ））ともに上下線各１本ずつの計

４本の主桁を計測箇所とした。（図１中の斜線部分）

２．２計測概要

　図２に超音波測定の概要図を示す。主桁の下フランジ幅は桁Ａが 50cm、桁Ｂが 80cm である。本計測に

はパンジットを使用した。発振子および受振子を主桁フランジ両側面に設置し（図２（ⅰ））超音波を発生

させて伝播速度を測定した。なお、１測点に対して５回計測している。各測点間隔は 50cm（図２（ⅱ））

とし、桁Ａは上下線ともに 64 点、桁Ｂは上下線ともに 44 点を計測した。測定状況を写真１に示す。さら

に測定データに基づき中性化深さを桁Ａ、Ｂで合計 40 点、圧縮強度を桁Ｂで 2 点測定した。

３．調査結果

　３．１超音波法によるコンクリートの品質状態

　各測点つき５回の計測を行い、超音波伝播速度の平均値をグラフにプロットしたものを図３～６に示す。

ここで図中の×印は、超音波伝播速度が相対的に遅い箇所を示しており、欠陥が存在する可能性が高い箇所

と思われる。また、グラフ内の矢印の箇所は目視によって欠陥が確認できた箇所を示している。このように

超音波伝播速度が遅くなるのは、コンクリート内部に欠陥（空隙やジャンカ）があるため、超音波がコンク

リートを迂回しているからであると考えられる。逆に、超音波伝播速度が速い箇所は、超音波がコンクリー
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写真１　測定状況図２　超音波測定概要
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ト部分をそのまま透過しているため、相対的に健全なコンクリートと言える。さらに主桁下フランジ部分

よりφ50mm のコアを採取し中性化深さ測定を行った結果（測定位置図中縦線）、中性化が進んでいると考

えられる箇所を図中▲印で、進んでいないと考えられる箇所を○印で示している。

　図３より桁Ａ上りでは伝播速度が 4000m/s から 4500m/s に集中しているにもかかわらず、１測点だけ

3500m/s 以下の遅い伝播速度を示しておりこの箇所は欠陥部分である可能性が高い。しかしながら全体と

しては相対的に健全な桁であると思われる。一方、図４より桁Ａ下りでは全体的にばらつきが大きく、伝

播速度が 3500m/s 以下の測点も多数存在する。また目視で欠陥が確認できた箇所と超音波伝播速度には相

関性があり、目視で確認できなかった伝播速度の低い箇所においても内部欠陥が存在すると思われる。ま

た中性化深さ測定の結果から、部分的に中性化が進んでいると考えられる箇所との相関性もみられる。図

５より桁Ｂ上りに関しても同様に測定値のばらつきが大きく桁全体にわたってコンクリートの品質に問題

があると思われる。また下面にエフロレッセンスが目視により確認できたなど、3500m/s 以下の伝播速度

が数箇所あり、欠陥と考えられる部分が多数存在する。図６の桁Ｂ下りでは目視により鉄筋露出が確認で

きた箇所では 3000m/s 以下の伝播速度であった。他の測点は全体的に伝播速度が速く、相対的に健全な桁

であると思われる。また桁Ｂ（測定位置図中▼印）にて圧縮強度測定を行った結果、設計基準強度（40Ｎ

/mm2）を上回り、強度として十分であることを確認した。

４．まとめ

　目視で欠陥が確認できた箇所において、計測された超音波伝播速度は相対的に低い値を示した。つまり、

目視で欠陥が確認できなかった箇所においても速度が遅く中性化が進んでいると考えられる箇所もあり、

内部欠陥が存在する可能性があると思われる。また、本調査により既設構造物での主桁下面の品質評価に

超音波測定法を用いることの有効性が示された。今回の調査結果より桁の健全度を評価し、欠陥と考えら

れる部分については今後長期的に対策を検討していきたい。
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図３　超音波伝播速度（桁Ａ上り） 図４　超音波伝播速度（桁Ａ下り）

図５　超音波伝播速度（桁Ｂ上り） 図６　超音波伝播速度（桁Ｂ下り）
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